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1 今 年 の キ イ ボ ー ド 大 会 は 日 中 友 好
=洸

今年のキイボード大会は18名 の来口
'「

1人 を中心にして東京学芸大学と]rin″東大学

でlfわれた.力 3日の武蔵小0オの東,攣箕会塔は
"究

発表が中心で 初な前の中国の

動向の発及が

“

題となった.発表されたその■な点を組介すると‐

, lι京では19距年ころキイギードを■く人があつ 9■
``は

研究会発足 毎年 lt警

(キ イボードコンクール)を開籠して技佗を■め、多くの人の国■を得て米ている_

b ′ルビンでは1981年には活動を田始し 双II腱■子琴(~●llaキ イボード〉では■手

のOU"といわれるコンタールを瀾催して優残な人材を出している。

で 西宏では元来 電気アコーデオンの奥イが螢成されてきたが 電子楽器の導入により

キイボートと民族楽器との合体波奏封 |われている 独姜もあるが安奏が特徴。

d 四川ではヤマ′`のエレクトーンが重要概され 優秀な奏者が多く出ている.

● 広束は国家戦略として音楽教育には

^大

な投資が行われている 川 ドヽの大きなる全体

をその根拠地とし 中心には大小さまざまな構を会ヽや 各種の要望に応えられる螂設

をおいて、までも利用出来るようにし、そこ力ら放射線状に各種の音楽姜咸饉々メニび

墟

““

楽学院もその一つて19●●7年の0立.17の字■があり4000人以上の学生が

'ぶ
とい

うマンモス音楽学校.付属性として 三E学口半籠もあって ―
が

・・
を学べる _

f ●綺では以前からキイボートが盛んに1いられていたが 最近では3南東

“

大学を中

心に′ヽイプリンド キイボ~ドが実用化されていて あらゆる音楽の詢奏が●∫能である

“

晏■檸介】
この‖の最後を鰤って工咎だったのは ウインからネ‖

しているRo,f Pll`=`0ル フ プラ′ゲ教授のじア′

演奏で ,ス トの腋 愴協奏曲 を 最初は大学教曖との

二重要 次いて学生の イプリットオータストうとの

共置で練姜した

超縫

“

の●●m'軽 ふ演奏で会場を受然とさせ

■0した技巧と音楽のお晴らしきもきることなが,

体力

`超

人的で しばし始手が鳴り止まなか。た.ロル フ

新iirlヶ 丘の昭
=音

楽大学に会場を移した第二日は日1'の
=手

演奏家の交流責楽会で

それぞれにお■桁を反映したキ者らしい発翼であった 山日もバラエティに富み ベー1-
ベンに並んで■代世があるかと思えば 中国

"代

の古典曲や新作の現代山も予ふ、沖構風に

いうと チヤンプル音楽会 である

このプoグう′の由H澤證は私が行oた のだが 資■秘 乏しくて苦労した

^口
多くの

111人 餞率夕と名II交換をしたので 今後
=助

けてもうえるかもしれない.

ブラッゲ
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TV二 .― スで「もみし使りJを報しており 1咤看くのF●田‖‖ま緑色だが 談JI,11

は紅染の盛つらしいので 気分転換もかねて出掛けた 崚1錮オtは桜井市にあり その苦

諄

“

ll足が難 人■を

"す
たあに中大兒摯子と護合した所 :[葉 三千本は 咄 西のB光 J

といわれる。ところが1に 差しかかると1め説雑がひとい I S拝 の■1:場に入れよう

としているので 当方は

“

列の検を鮒0抜けて山を一巡うして正・ てきた 赤いカエアの

立になのが業本見えた
`ヽ

 あとは杉松の線である.

これにltべると

':い

人理大学キャンパスに沿う道のイ,,ウ並木が十晴らしか0た

人を突くように●●(人 さなイ子
・

ウが史半に黄色くな0て 薔んでいる

イ
'■

ウといえば「ギンナンJ 今何のIf開には奈IIの li利の大安寺l議の話が載って

いた 大安■のイ
'●

ウは大未で取り●lれ ないはどのキンチンが実るので 軟しぃ人には

[ど うぞJと いうことになるのだが 黙って取り良を枚らかしていく者がいて怪しからん

というll説であぅた そういえば わが
=が

あった島敲炒立+1同織で ¨

2 も み じ と ギ ン ナ ン

|お って取るとJ.IIですよJ

「落ちてるのを始。ただけだJ

「落ちていたなら

"に

ヽ届けなさ● j

「ヶチケ千するな」

十♀■ る やRt“
`F t"川

,ち 0ヽ 4ヽ
「

 ネ てでるとは

嵐吹 〈 二■
"¨

●, t^じ オ|,

tOめ
'め

 鈴
`'け '

〔ケチるのではない 自然からの楽督らしい麟り輸に感諧してほしい.」

なお 念のために記すが炒立キのギン
'ン

は真0白 に精榮してお崚喜として脩家の青機に

商
０

されている 人菫大学のギンナンは 輩か帯製して配

`iし

ているのだろうか

小遊■では無理だろな

月本のJ:日 は r田
':,:tt葉

まつり』Ⅲ 歌 僚句の吟lrや 荼会)だ oた.

在凛鷲千

籠●な

"

わが家から籠田公ロヘは´R各,の曲った毎い道で  ″

“

行の出口にもヽたるので

造。うして,ぅてみた。しかし「●はお
',び

ではない |と 問L停車はキされず 魅車場は

換くて,かず 結局、11ヽも出″も喫本も薬しめ,に ドうイプするだけで

"っ
てきた

1,●のll葉は [緑の出甦に赤毛交しり1状況で 紅葉は遅れているようである

近くの信m:も J業の名所と目くが 
“

:J川 や三室山と人たはないと↓われる。また、

市IAの気機地「馬兒rr公園Jや かくや晰の「竹政公随Jな どもrr楽地としては姦 適れ

で服わ。ているが 〔ヽ褒はもう少し後であろう

(後記)一週世後に諄び籠田公園へ行く l■葉が進んでいたが人出は|● かった

-2-



′
~ラ

=ケ シ面 主 あ
=~|

` 
■8で小学生たちに ,

みなさんのさのIIに ある人0という籠を養いなさい

策を取‐て鮮験を機むはとに人Sく な‐て強くなります

1 京もにて 》

鉤rl的 じかさょりも心の豊かさを水めてiFく ことが大tlだ と思い

銅人よつも公共の螢かさ力̀
"の十せになるのです

`ブ

ー′ンの上に日本が教えられ,(新間の川神〉

3 國ロ リ コ腱 ら オヽ

大阪から莱った大和烙族の電車の四人‖けの「晏先店Jは 私共二人の前ほ
=ぃ

●人で

あ た このお,l人  買い物をして*た らしくお喋りに夢中で 辺 0構わずに大きな声で

実い合‐ている 中内は混んできて 隣には小柄な老人人をが
'ち

 電車のllれ と共に1本

も大きく椰れているが 二人は修若無人 サせ|さ もしなて、

突然に私の頭上から大声が響いた 見るとイ本格の良い外人女世である 丼い 1人に 1か

せヽ「喘を晨ってあげなさい 1 私が座りたいのではない | ご老人を座らせなさい !」 と

言って煎
'‖

=輛
を立たせ 老人に手を帯えた だが 困。たのが老

“

人で 1熙 ってぃぃ

でしょうか 私は立ってヽてもいいのだけどjなどと言っている_迪い出したので1■申し

訳力
`無

いと言っているよう′■

この■山では私も何度が席を譲oて もら。た 目が合った眸国に立ち上がって ,どうぞJ

と古われるので「ありがとうJとお直に受けて座る 「大阪人は鋭ulJと ぃが11む.

譲るのも線られるのもこうしたクイ:ン グが大切で 強制されるⅢに行えば気抒ちいい

4  再 び   ´ヽ 力  L´ ―― タ ーー

東京駅で新幹線から中央燎に乗り換えた際 長いエスカレーターの左側に―列になって

イる人達を見て、私はほぅとしていた.邸●Qろ 人は居ないが  [お急ぎの方はどうそJ

と空
'て

いる

そういえば、沖椰のが輌空港にも長いェスヵレーターがレストラン腑へ向か。ていたし

襦関の人やにも長いのがあった 人がどち・・綱に立っていたのか堂えがない_

奈良新聞の読ど間にエスカレーターのことが戦ぅたことがある 「:[戸の武十1=刀 を使

うためにイiを空け 大販商人は ′。パンを

''つ

ため左を空けた 現代の東ホでは 右子に

荷物.大阪では左手に術働を持う人が多い」とのこと すントカナ?

者楽妍

"の
交流時間にこんな話題を出したら i歌 1県人のM先生は「そんな区,1は気

うかなかったJといい ■日広州の 教ヽ授は「今は人が多い時代 みんなそれぞれに急い

ているから エスカレーターも右左というより■列に丼ればいいJと 言う

これがli解でしょうな 駆け登りも駆けド0も なしに 嘔に二列で

ます
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1~秦塵|こ昼言
=言

11F工,11‐ ‐‐

―

‐ ‐
―

分け入つて きの成に響もれけつ   ぺ,卜 にも七li三ありぶ日富

縁に座し 熱柿召きるる老母かな  務から靴た1=く  千歳鮨

大寺の御手洗の水 注みにけ, 迪らえぬ流れがあ0で 現在地

舞う巫女の指に継わる 秋 B差 し  オリンパス レンズの曇り 拭われ,
城跡に紅葉散るまま横もるまま

空嘱に冬栞育てる 老夫婦

強がりを
=っ

て歩詢が狂いだす

温め酒 このLIにホ練 今少し

沐 ■ ■ 丼 《 と り 急 ぎ 》 =*■
■

膝 良 |ヽ かるが便りJが 16号 となつ 今年も終わりと思っておりましたら 美濃綸の

お稲荷さんが全場 したとの‐_― スが入って来ました 私にと0て極めて残念な語であり

援助も何も出来ない身では● しさをとこへもようけよう力ヽありませんが 畿つかを記させ

て頑きます

私が実濃輪のお稲荷さんに規しんだのは昭1121年から28年頃までの■かな1'間です

力ヽ 父母の言う世界とは異なるlF界があることを教えてくれた所です

当時の私の「町Jと言えば 腋 郎長通りJで 吉III三の自宅から村松南の湿地帯(現在

の陸 1競技場あたり)をあを飛び越えながら行くと滞水小学校です ここは、私が通‐た

不二見小より立派だといわれ 校合は少 し前の地震で傾き 柱で支えられていました力ヽ

演奏会場となる講堂があることは 他構には真似出来ぬ格式高いものでした

お椰枡さんはその先 お禁つともなると境内―杯に何やら判らぬ店が並び 懸命に品物

を売‐ています 炒な雑誌をIO阻以上も廣み重ねて「0銭だ !さあ買え |さあ役せ :J

と嗅 く男.[こ の当たり籠を]● たら○銭差 し上げるよ IJと 0妙な手品で金銭を巻き上

げる男 等
' 4ヽ

遺いを,たぬ私には参加は出来ぬが 不思議と世われることもなかった

のは 知らぬうちに客集めの手伝いをしていたからでしょう

丁度その頃復活 した「清本滲祭つ』も次郎長通リカ
`一

番だoた と思います 港橋から波

止ヽへ・lか うと料 の
=地

があって鉦を持。た海兵がいましたが その先が察 りのメーン

会場で 両船学校の織習船が難つも並んで船内見学をさせてくれました.

その後  『消水艦砲け繋 (54年目の聞き薔さ)』 ― (原本は清水中央ゼ普館瀞 で

私が調べた際、米軍の鶴砲は市水地区の巴川から西側―祥に落ち、多くの人金が損なわれ

たこと お前荷さんもその瞭に砲■で失われたと問さました 戦中のことでさえ忌ま忌ま

しいのに 平和な今 放火によって失われたとする各撤報道に保然たる思いがします

lf今 見たくもない報道が多過きます とこか何かが間違ぅていて いつの iに か狂気

の世界が出現してしまっているのではないか こうした世界を作り出した一国に教育があ_

たのではないか さすれば、私にも責任がある と思わざるを得ません

今回の火災 人的損害や類いがなか。たのが不幸中の幸いというのでし,う か ?

関係する皆々様にお見舞いを年し上げます
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